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口腔ケアは肺がんの
術後在院日数／呼吸器感染症を 

減らすのか？ 
Ishikawa S, Yamamori I, Takamori S, et al. Evaluation of effects of perioperative oral care 

intervention on hospitalization stay and postoperative infection in patients undergoing lung 

cancer intervention. Support Care Cancer. 2021 Jan;29(１)：135-143.

 

 

　今回は，肺がん患者における周手術期口腔ケアと術後の在院日数／術後呼吸器感

染症（肺炎と膿胸）との関連について調査した日本の研究を紹介します。

　肺がんの手術を受けた患者を対象とし，診療記録からの情報で過去をさかのぼ

り，口腔ケアを受けていた患者と受けなかった患者を比較しています。分析対象と
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なったのは585人で，そのうち397人が歯科口腔外科に紹介され，術前口腔ケア介入

を受けていました。介入内容としては，肺がん術前１〜４日に，パノラマ撮影と歯

周病の評価をした上で，必要な治療を提供し，また，歯科医または歯科衛生士など

の専門家が専門の機器を使用 し て 行 う歯の ク リ ー ニ ン グ で あ る PMTC

（Professional Mechanical Tooth Cleaning）を実施しました。

　主な結果を図と表１‧２に示します。

 

 

 

 

 



 

 

　図では，術後在院日数に関して口腔ケアを受けた群と受けなかった群で比較して

います。口腔ケアを受けていない群での術後平均在院日数が9.7日であるのに対し

て，受けた群では平均7.8日でした（Ｐ値=0.016）。表１‧２では多変量解析を実施

した詳細な結果を示しています。表１では，ほかの要因で調整した上でも，口腔ケ

アを受けていない場合，術後在院日数が2.2日程度増加する傾向があることが明らか

になりました。表２は，術後呼吸器感染症（肺炎と膿胸）発症への関連要因を示し

ています。統計学的に有意な関連要因として口腔ケアは認められませんでしたが，

口腔ケアを受けていない人は，受けている人と比較して術後呼吸器感染が多くなる

傾向（オッズ比＝2.4）があることが明らかになりました。

　今回は，肺がん患者を対象として，周手術期における専門的な口腔ケアの効果を

検証しました。ほかの先行研究の報告によると，食道がん手術の術後肺炎の発症予

防においても，口腔ケアが有効であることが示されています 。また，結腸が

ん患者においても，周手術期口腔ケアが術後の入院期間の短縮と関連していること

が報告されています 。そのため，疾患部位や術式に限定されず，周手術期口腔ケ

アの実施の有無は術後の状態に影響を与え得る重要なケアであると考えます。

　化学療法や放射線療法中においても，口腔ケア介入の有効性が示されており

，さらに，終末期においても多くの患者が口腔症状を抱いており，それが患者の

QOLに悪影響を及ぼす可能性も報告されています 。提供可能な口腔ケアの内

容には差があるかもしれませんが，周手術期から終末期に至るまで，がん患者の口

腔内を観察しケアを提供していくことは，医療者の重要なタスクの一つであると言

えるでしょう。
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ますかわけんと：東北大学医学部保健学科看護学専攻卒業後，国立がん研究センター東病院にて看護師とし

て勤務。その後，東北大学大学院医学系研究科保健学専攻緩和ケア看護学分野博士前期課程に進学・修了。

2019年4月より，当分野博士後期課程に進学し現在に至る。主な研究テーマは，自然言語処理と機械学習の

緩和ケア領域における利活用。 

 

みやしたみつのり：1994年３月東京大学医学部保健学科卒業，臨床を経験した後，東京大学大学院医学系研

究科健康科学・看護学専攻助手・講師を経て，2009年10月東北大学大学院医学系研究科保健学専攻緩和ケア

看護学分野教授。専門は緩和ケアの質の評価。
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